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269北 村 昭 二1986(S61)・10「 姫 島の 方 言 」r姫 島 村 誌 』429～451東 国東 郡 姫 島

村

270藤 原 与一 正986(S61)「 大 分 県 東国 東 郡 安 岐 町 朝 来 の 方 言記 述 」 『昭 和 日本 語



(5)

の方言』6三 弥生書店

271二 階堂 整1986(S61)・10「 日田市 のアクセ ン ト」『第43回 方言研究会発表原

稿集』

272添 田 建治郎1987(S62)・3「 萩市見島の方言 アクセ ン トをめ ぐつて」r国 語学 』

148

273井 上 博文1988(S63)「 肥筑 方言 ・豊 日方言 におけ る動詞接頭辞の地域性 」広

島大学方言研究 会編 『方言研究年報』30和 泉書 院

く年代不明>

274青 木 要 『方言調査漫語 及 文例 訳』〈姫島村 手書 き原稿 国立国語研究所 図

書館所蔵>

275長 野 秀 『方言手帳 付録(大 分)山 香言葉の抜き書』〈手書き原稿 国立 国語研

究所図書 館所蔵>

276瀬 郡 敦 『方言調査案』〈中津市 国立 国語研究所図書館所蔵>

277佐 藤 猛夫 『豊後辮覧』〈大分市東新町元木内 手書 き原稿 国立国語研究所図

書館所蔵>

278平 松 日吉 「大分県」『地 方言語調査報 告(52)終 助詞による待遇表現 』〈1952

年度調査報 告書 手書 き原稿 国立 国語研究所図書館所蔵>

279平 松 日吉 「大分県」『地 方言語調査報 告(52)こ れか らの敬語所感』〈1952年

度調査報 告書 手書 き原稿 国立国語研究所図書館所蔵>

280井 之 口 章次 「続 ときお り雑記一一三重町一一」『民間伝承』13(1)

281上 鶴 真由美 「大仏方言 を研究 して」『教室』9、32～34大 分大学学芸学部 〈

安心 院町>

282松 田 正義 『方言生活の実態』 『大分県 方言の旅』録音資料K〈 オープ ンリー

ル、カセ ッ トテ ープ 大分県立 図書館視聴覚室085、111参 照>

283大 分県立図書館 『大分の方言』K〈 大分方言に関する新聞記事の切 り抜 き集〉

<著 者不明 ・年代不 明>

284『 豊後浄瑠璃 羅生門鬼退 治之段』K

285境 子 「豊前国方言」『風俗書報 』150〈 目録07>

286

287

288

289

290

291

『速 見郡 誌 資料 』〈目録07>

『宇 目郷 案 内 』〈目録01>

『西 国 東郡 方 言等 二 関 ス ル 調査 』K

『大 分 方 言資 料 雑 集 』 〈052、053、029を 収 集 国立 国語 研 究 所 図書 館 所 蔵 〉

『佐 伯 市 の 方 言』 〈婦 人 会 のパ ンフ レ ッ ト〉

『虫 の 方 言 』〈宇佐 農 業 改 良所 〉

<文 学 に現 れ た 方 言>

292宮 本 清1934(S9)・3『 豊 後 の 奇 人 吉 四六 さん 物 語 』 豊州 新 報 社

293鈴 木 清 美1943(S18)・12『 直 入 郡 昔 話集 』(柳 田国 男編 「全 国昔 話 記録 」双書)

三省 堂

294i土 屋 北 彦1971(s46)『 大 分 県 の 民 話 』3大 分県 民 話 刊 行 会



295i阿 部 通 良 ・後藤 貞 夫 ・鈴 木 清 美1975(s50)『 大 分県 昔 話 集 』(全 国昔 話

資 料 集成17)岩 崎 美術 社 〈速 見 地 方 ・北 海 部 郡 ・宇 佐 地 方>

296田 城 拡1978(S53)『 ふ る さ とに残 る武蔵 の昔 話』1東 国 東郡 武蔵 町 教 育 委

員会

297田 城 拡1980(S55)『 ふ る さ と に残 る 武蔵 の昔 話 』2東 国 東郡 武蔵 町 教 育 委

員 会

298西 高 国 語 サークル1983(S58)『 ほ と け の里 の 民 話 』〈大 分合 同新 聞県 北 久大 版

の 民 話記 事 の 連 載S57・11・5～S58・3・12を ま とめ た も の 。西 国 東 郡 ・豊 後 高 田市>

299愼 林 滉 二1981(S56)「 近 代 文 学 に現 れ た 全 国 方 言 九 州 附 沖縄 」藤 原 与 一

先 生 古稀 御 健 寿 祝 賀論 集 刊 行 委 員 会 『藤 原 与 一 先 生 古 稀 記 念論 集 方 言学 論 叢 Ⅱ

一 一 方言 研 究 の 射程 一 一 』 三 省 堂 く大 分 県 は447～448国 木 田 独 歩r鹿 狩 』 野

上 弥 生子 『海 神 丸 』 『迷 路 』 『明月 』 横 光 利 一r旅 愁9r蝿 』r芋 と指 環 』

梅 崎 春 生 『生 活 』 『無 名騰 風 』 柏原 兵 三 『徳 山道 助 の帰 郷 』>

300国 木 田 独 歩1964(S39)～1967(S42)「 鹿 狩 」r国 木 田独 歩 全 集 』全10巻 学 習

研 究 社

301野 上 弥 生 子1949(S24)～1952(S27)「 海 神 丸 」r野 上 弥 生 子選 集 』 全7巻 中

央 公 論 社

302野 上 弥 生 子1949(S24)～1952(S27)「 迷路 」『野 上 弥 生子 選 集 』 全7巻 中 央

公 論 社

303野 上 弥 生 子1949(S24)～1952(S27)「 明 月 」『野 上 弥 生子 選 集 』 全7巻 中央

公 論社

304横 光 利 一1955(S30)～1956(S31)「 旅 愁 」『横 光 利 一全 集 』 全12巻 河 出書 房

305横 光 利 一1955(S30)～1956(S31)「 蝿 」『横 光 利 一 全集 』 全12巻 河 出書 房

306横 光 利 一1955(S30)～1956(S31)「 芋 と指 環 」『横 光利 一 全 集 』 全12巻 河 出

書房

307梅 崎 春 生1966(S41)～1967(S42)「 生活 」 『梅 崎春 生全 集 』 全7巻 新 潮 社

308梅 崎 春 生1966(S41)～1967(S42)「 無名 殿 風 」 『梅 崎 春 生 全 集 』 全7巻 新 潮

社

309柏 原 兵 三1973(S48)～1974(S49)「 徳 山道 助 の帰 郷 」r柏 原 兵 三 作 品集 』全7

巻 潮 出版 社

310水 上 勉 『木 綿 恋 い記 』読 売新 聞 〈257に よ る>

311門 田 照 子 詩 集 『巡 礼 』 〈全 編 、 豊 後 弁 で綴 る 。257に よ る>

312小 野 茂 樹1970(S45)・5『 大 分 県 と文 学 』 藤 井 書店

付 記 国立 国 語 研究 所 図書 館 所 蔵 の 本(28、29、274～279、289)は 、非 公開 の 旨 、御

了解 いた だ きた い。



〈 地 域 別 文 献 番 号 分 類 表 〉

(大 分 市)30f35ef150f(別 府 市)30f35ef37(中 津 市)30f54101163276(日 田 市)

1114516!80196211b256(佐 伯 市)97228232239f252(臼 杵 市)91228232

239f252(津 久 見 市)一 一一(竹 田 市)2031138(豊 後 高 田 市)163298(杵 築 市)102113

155f163230i(宇 佐 市)2830f95261295i

(西 国 東 郡)30f35ef288298(東 国 東 郡)2430f35ef163(速 見 郡)30f35ef163

286295i(大 分 郡)30f35ef163(北 海 部 郡)30f172295i(南 海 部 郡)30f35ef(大

野 郡)30f(直 入 郡)35ef293(玖 珠 郡)200253266(日 田 郡)11145180256(下 毛

郡)一 一一(宇 佐 郡)28103305i

/(太 田 村)163(真 玉 町)214(香 々 地 町)一 一一/(国 見 町)167f216(姫 島 村)217076

226238241cd244268269274(国 東 町)261(武 蔵 町)296297(安 岐 町)219235/

(日 出 町)58182(山 香 町)18242f275/(野 津 原 町)一 一(狭 間 町)251b261(庄 内 町)一 一

一(湯 布 院 町)一 一/(佐 賀 関 町)30f172295i/(上 浦 町)249f(弥 生 町)一 一《 本 匠 村)247

f(宇 目 村)287(直 川 村)259gf(鶴 見 町)250(米 水 津 村)一 一一(蒲 江 町)205/(野 津 町)

135f(三 重 町)5664145148dh280(清Jli村)219235(緒 方 町)一 一(朝 地 町)一 一一一一(大野

町)一 一一(千 歳 村)188f(犬 飼 町)一 一/(荻 町)…(久 住 町)一 一一(直 入 町)一 一一/(九 重 町)一 一一

(玖 珠 町)163/(前 津 江 村)167219235261(中 津 江 村)167194(上 津 江 村)163167

(大 山 町)一 一一(天 瀬 町)一 一/(院 内 町)一 一一(安 心 院 町)174fg/(三 光 村)一 一《 本 耶 馬 渓 町)

一一一(耶 馬 渓 町)95(山 国 町)267/

〈福岡女学院短期大学講師〉
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